藤井眞吾

●ギタリスト、作曲家。ギターを岡本一郎、故ホセ・ルイス・ゴンザレス、デイヴィッド・ラッセルの各氏に師事。1987年にコーレマン賞（スペイン）、英国王立音学院の演奏家ディプロマ《A.R.C.M.》。国内各地での演奏会のほか、アメリカ、中国、韓国などのフェスティバルにも招かれる。2012年にはLAGQ（ロサンジェルス・ギター・カルテット）とギター合奏のための新作協奏曲を全米四都市で初演／指揮、また各地でリサイタルとレクチャーを行う。主な作曲作品に「天使の協奏曲（W.カネンガイザーのために）」「地平線の協奏曲（益田正洋のために）」「紺碧の舞曲（ギタ−2重奏）」「ラプソディージャパン（ギタ−2重奏）」「はじまりの音楽（ギタ−2重奏）」「Air（ギター四重奏）」「ロンド〜ひまわり（ギター四重奏）」など。CDに「黒いデカメロン〜ブローウェル作品集」、「夜のスケッチ」「藤井眞吾ギターのための作品集」。上海音楽院客員教授。
